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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
防
衛
省
の
情
報
公
開
、
公
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
情
報
共
有
範
囲
を
設
定
し
て
探
索
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
行
政
機
関
の

保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
に
開
示
請
求
が
あ
っ
た
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
自
衛
隊
の
部
隊
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
」
と
い
う
。
）
が
作
成
す
る
「
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
日
々
報
告
」

（
以
下
「
日
報
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
日
報
を
作
成
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
及
び
日
報
の
報
告
先
の

部
隊
で
あ
る
中
央
即
応
集
団
司
令
部
を
探
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
稲
田
防
衛
大
臣
の
指
示
に
よ
り
、
範
囲
を
広
げ

て
探
索
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
報
の
電
磁
的
記
録
が
統
合
幕
僚
監
部
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
情
報
隠
し
の
隠
れ
蓑
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
い
て
は
、
情
報
公
開
事
務
に
携
わ
る
職
員
に
対
し
、
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
の
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
際
、
御
指
摘
の
「
特
命
監
察
結
果
」
の
趣
旨
を
反
映
し
て
い
る
。

一



六
か
ら
八
ま
で
及
び
十
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

防
衛
省
と
し
て
は
、
情
報
公
開
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
示
請
求
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の

「
不
存
在
決
定
の
数
」
、
「
請
求
に
対
す
る
決
定
期
間
を
延
長
す
る
割
合
」
及
び
「
行
政
文
書
の
開
示
の
実
施
（
コ
ピ
ー
な

ど
）
が
さ
れ
る
ま
で
に
も
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
開
示
請
求
の
内
容
等
、
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
様

々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
「
探
索
範
囲
の
設
定
が
不
適
切
な
運
用
を
し
て
い
る
」
及
び
「
情
報
公
開
に
対
し
て
消
極

的
で
あ
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

防
衛
省
に
お
け
る
行
政
文
書
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六

十
六
号
）
及
び
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
に
基
づ
き
、
行
政
文
書

の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
を
踏
ま
え
、
防
衛
省
行
政
文
書
管
理

規
則
（
平
成
二
十
三
年
防
衛
省
訓
令
第
十
五
号
）
に
お
い
て
定
め
て
お
り
、
同
規
則
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
機
関
等
主
任

文
書
管
理
者
を
置
き
、
ま
た
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
、
機
関
等
主
任
文
書
管
理
者
は
総
括
文
書
管
理
者
の
事
務
を
分
掌
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
陸
海
空
各
自
衛
隊
等
の
各
機
関
に
お
い
て
は
、
機
関
等
主
任
文
書
管
理
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の

事
務
及
び
事
業
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
も
含
め
た
標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
を
定
め
て
い
る

二



も
の
で
あ
る
。

防
衛
省
に
お
け
る
行
政
文
書
の
管
理
や
情
報
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
稲
田
防
衛
大
臣
が
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
「
一
層
緊
張
感
を
持
っ
て
公
文
書
の
管
理
や
情
報
公
開
の
対
応
を
行
う
よ
う
、
し
っ

か
り
と
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
不
断
の
改
善
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

御
指
摘
の
「
第
三
者
に
よ
る
検
討
会
」
の
設
置
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
河
野
統

合
幕
僚
長
は
、
日
報
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
が
「
戦
闘
」
と
の
用
語
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
と
の
指
示
は
出

し
て
お
ら
ず
、
「
政
治
的
な
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
頭
に
日
報
が
書
か
れ
る
」
及
び
「
一
次
情
報
段
階
で
政
治
的
配
慮

を
求
め
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

三


